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論文内容の要旨

〔目的〕

視床網様核(TR)は，種々の視床中継核に対し抑制作用を及ぼすと考えられている。最近の解剖学的

所見として， TR内には，どの感覚系から入力を受けるかによって区分のあることが知られるように

なった。その一例は，外側膝状体背側核(LGd )近傍の TRに，視覚系からの入力を受ける細胞群(PG

R) の存在が生理学的に証明されていることである。ここで報告する実験の目的は， TRにおけるこの

ような機能分化の別の例として特に体性感覚系に関係した TR細胞群(sーTR) を見出すことであった。

この論文ではs-TR細胞の諸性質を 体性感覚の中継核である腹側基底核(VB)細胞との比較という

観点、から記述する。

〔方法ならびに成績〕

ウレタン麻酔下のラットを用い 双極の刺激電極を記録部位と同側の内側毛帯(ML) に二ケ所，皮

質体性感覚野(SMC) にーケ所，二三の実験では視交叉にも刺入した。 3M KCI またはファスト・グ

リーン色素を飽和させた3M KCI 充填のガラス毛細管電極を導出電極とし， ML単発電気刺激に応答

する細胞を TRおよびVB の近傍で探索した。次のような結果が得られた。

1. MLおよびSMC刺激に対し 初期応答として順行性の頻回放電を行い，しかも刺激後約 1 秒

間の聞に 5 ~10回の群発性放電を繰返す細胞群が存在する。また，これらの細胞は，皮膚上に明確な

受容野を有している。このような細胞の記録部位をファスト・グリーン色素を用いて組織学的に同定

したところ， VB の前部および前外側部に隣接する TRの内部であることが判明した。そこでこのよ

うな部位をs-TRと呼ぶことにする。これに対し， VB細胞は， MLおよびSMC刺激に対し初期応
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答として 1 発の放電を行い，その後数百ミリ秒の聞に群発性放電を 2---3 回繰返すだけである。ただ

し SMC刺激に対する初期応答は逆行性である。

2. ML刺激に対する反応潜時の分布をs-TRおよびVB細胞について比較すると，前者の方が後

者より平均して約0.6 ミリ秒長かった。また両細胞群を支配している ML線維の伝導速度には有意差は

認められなかった。さらにML刺激に対する反応潜時の変動幅を個々の細胞について調べ，両細胞群

の聞で比較すると， VBでは変動幅が0.3 ミリ秒以下のものが85%であったが， s-TRで、は0.3 ミリ秒

以上のものが60% を占めた。以上の結果より，大部分のsーTR細胞は VB細胞の軸索側枝を経由して

ML線維からの入力を受けている可能性が強いと考えられる。

3. s-TRおよびVB細胞は，末梢からの感覚入力の種類によって， 1) ヒゲ， 2) 体毛， 3) 接触， 4) 

圧迫， 5) 関節， 6) そ他の感覚，のうちのどれかに分類できる。 s-TRでは， 1) が約50% ， 2) が16%で

あったのに対し， VB では， 2) が40%で最も多く， 1) は約30%であった。

4. 末梢への感覚刺激に対し，刺激の提示中，応答の持続する細胞(持続型)はsーTRではごく

まれ (3 %)であり，ほとんどが刺激の始めおよび(または)終りにのみ応答した(相動型) VBでも

相動型が過半数を占めたが(68%) ，持続型もかなり数多く (32%) 見られた。

5. s-TRがTR内のどのような範囲に分布し，また， PGR とどのような位置関係にあるのかを

調べるため，一側の視床をガラス毛細管電極で規則正しく探索し，できる限り数多くの細胞を記録し，

各細胞の記録部位の空間定位座標をもとに 視床地図を作成したところ 以下の事実が判明した。

1) s-TR細胞はVBの前部および前外側部をおおう薄い殻のような範囲に分布する。 2)PGR細胞は

s-TR細胞群より尾側部に局在し， LG の前部と隣接している。 3) 少数ではあるが体性感覚系と視

覚系の両方から入力を受ける細胞がTR内に存在する。

〔総括〕

1 .視床網様核(TR)内において，体性感覚入力を受ける細胞群(s-TR)の存在が確認された。こ

のことは，視覚入力を受ける TR内の細胞群(PGR)の存在とともに， TR内における機能的分化およ

びその局在性の証拠である。

2. s-TR細胞と腹側基底核(VB)細胞との電気生理学的性質および体性感覚的性質を比較し，その

違いを明らかにした。

3. s-TR細胞群は VBの前部および前外側部を薄い殻のように取り囲んで、おり，その尾側部で，

PGR細胞群と隣接している。

輸文の審査結果の要旨

視床の体性感覚中継核(腹側基底核群， VB) の外側には，それを包むようにして網様核(TR)が存

在する。本研究はラットにおいて TRニューロンの刺激応答性を調べ， TRが体性感覚伝導に如何な
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る役割をもつかを知るために行われた。

以下の事項が明らかにされている。

1) TRニューロンヘ入力を送る内側毛帯線維は，伝導速度の面からみて. VBニューロンヘ入力を

送るものと同一で、ある。 2) 大多数の TRニューロンは. VBニューロンを介して体性感覚インパルス

を受け，その上で逆に VBニューロンに抑制的効果を及ぼすと推定される。 3) T Rニューロンにはヒ

ゲの動き刺激によって相動性に賦活されるものが多い。 4) 体毛の刺激によって受容野の分布を定める

と. TRニューロンには上肢に受容野をもつものが多い。

以上の結果をもとにして，上肢・ヒゲから起るインパルスが大脳皮質に伝わるときに. TRニュー

ロンはそれに対し，一定の調節作用を及ぼすと推定される。したがって，たとえば，ラットが探索運

動などをする際には，必要な体性感覚情報をとり入れるために. TRニューロンは有効な働きをする

であろう，と著者は述べている。

本論文は TRニューロンに関する生理学的知見を深めることに寄与しており，学位論文としての価

値をもっと判断される。
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